
令和５年度 

雄武町ＰＴＡ連合会研究大会 
（２次案内） 

演題    精神科思春期外来の子どもたち 

― 症状よりも生きづらさがつらい ― 

講師 市立旭川病院精神神経科診療部長  武井 明 

主催 ： 雄武町ＰＴＡ連合会 

後援 ： 雄武町 雄武町教育委員会 

日時 ： 令和５年１１月１８日（土） １０：００～１１：３０ （開場 ９：３０） 

場所 ： 雄武町民センター 

 

 

【お問い合わせ先】 

 雄武町ＰＴＡ連合会事務局 

      雄武町立雄武中学校 

 （０１５８－８４－２５２９） 

【お申し込み方法】 

二次元コードを読み取って、お申し込みください。 

１１月６日（月）までにお願いします。 

 

https://forms.gle/fs4s8frx87LMbp6L7 

武井明先生のプロフィール 

1960 年 北海道倶知安町生まれ。旭川医科大学大学院修了。同大学 保健管理センター講師を経て、現職。医

学博士。2009 年 日本箱庭療法学会河合隼雄賞受賞。専門は臨床精神医学全般であるが、とくに思春期の子ども

たちの診療に力を注いでいる。 

ご著書 

『子どもたちのビミョーな本音』 日本評論社 ２０１９ 

『ビミョーな子どもたち：精神科思春期外来』 日本評論社 ２０１２ など 

このほかにも、現在、読売新聞オンラインのヨミドクターでコラム「思春期外来の窓から」を好評連載中です。

（https://yomidr.yomiuri.co.jp/column/）。 


